
＜令和６年度将棋同好会活動報告第二報＞ 

令和６年５月２８日 

（３月２５日） 

○小黒-橋本戦 橋本の○ 

 相居飛車での対決で小黒の序盤作戦が相変わらず上達が見られず早々に形勢を悪くしそのまま 

押し切られた。 

 

 ○橋本―出井戦 

  出井の中飛車の戦いと記載されていたが、勝敗の結果が小黒のメモに記載モレ。 

 

（４月３０日） 

 ○橋本の都合に合わせ、４月２２日から日程変更。事務局には報告済み。 

 

 ○小黒-橋本戦 橋本の○ 

  居飛車の合いかかり戦から先手橋本の速攻を受けきれず小黒が簡単につぶされた。

小黒の力の衰えが目立つ。 

 

 ○出井-橋本戦 出井の○ 

  出井の三間飛車に対する橋本の速攻作戦が橋本の銀損となり、橋本の攻めが切れ、そのまま 

出井が押し勝った。 

 

 ○小黒-出井戦 出井の○ 

  前局の出井-橋本戦と同様、出井の三間飛車に対し小黒が速攻を仕掛けたがこれが銀損の攻めと

なり、なすすべもなく小黒の負け。 

 

 ○出井-橋本戦２局目 

  出井の振り飛車に対し橋本は玉の守りを重視し高美濃囲いの堅陣を築き出井も穴熊作戦での 

持久戦対抗となった。結果は次回に持越し。 

 

（５月２７日） 

○今日も小黒、出井、橋本の３名。 

 

○橋本-小黒戦 小黒の○ 

  橋本先手の相居飛車戦。小黒が攻めを先行させたが、攻めきれず橋の反攻に会い橋本が優位に 

進んだ。しかしながら橋本も駒損の攻めを強行したあたりから変調をきたし切れ筋となり小黒

が 

大逆転で勝利。 

 

○橋本-出井戦 出井の○ 

 先月に持ち越した局面から再開。出井の穴熊の堅陣を橋本が攻めあぐねる間にいつのまにか出井の 



攻めが橋本玉にせまり、逆転と思われる展開で出井の勝利。出井の振り飛車の粘り強さを感じる。 

 

○小黒-出井戦 小黒の○ 

 出井の三間飛車に対し、先手小黒が５七金戦法による急戦を採用。序盤から小黒はうまく立ち 

回り角交換から出井の飛車を封じ込め、優位な局面を維持し、最後は苦しみながらも敵玉を 

受けの無い状況に追い込み小黒が勝ち切った。橋本戦に続き出井にも勝利した小黒はここ最近 

負け続けていたが、これで息が吹き返せるか？ 

 

 

○プロ将棋界では、藤井聡太が、保有する８大タイトルの内、まず、名人位を４勝１敗で防衛した。 

残る７タイトルの防衛戦がまだまだ続く。叡王戦５番勝負では伊藤匠７段が２勝１敗と藤井を 

防衛へのカド番追い込んでいる。タイトル戦は奪取するより防衛することの方がエネルギーが 

必要かも。長期にタイトル保持した棋士は結構多いが。大山康晴、中原誠、谷川浩司、羽生善治、、、、。 

果たして藤井は？ 

 

次回は６月２４日の予定 

 

以上 

 


